


気象庁による防災気象情報が変わりました！
▽新たな防災気象情報の区分

2026年5月から、気象庁が発表する
防災気象情報の名称や区分が新しくなりました。

詳しくはこちらをチェック▶
新たな防災気象情報について 　

（気象庁HP） 　

主な変更点

洪水に関する情報が見直され、これまでの
「洪水警報・注意報」は廃止されました。河川
のうち、堺市では大和川の氾濫に関する情報
は「河川氾濫」の区分に整理されています。
（それ以外の石津川や西除川に関する情報は大雨
の区分に含まれます）
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早期注意情報

直ちに安全確保

危険な場所
から全員避難

避難に時間を要する人
は避難を始める
避難方法や
場所を確認
災害情報を
チェックする

災害時の
避難所設備は

「すいちゃんからのおたより」
2025年夏号をチェック！

市では大雨の時に水を一時的に貯め
る施設（雨水調整池）を、晴天日に空
にするなど、準備をしています。
市民の皆様は、テレビやスマートフォ
ンなどで、大雨等の情報をこまめに確認しましょう。「警報」や「線状降水
帯」の予測が出たら特に注意が必要です。
防災マップでリスク等を事前に確認し、懐中電灯や飲料水等も準備して
おきましょう。また、家の周りの側溝や排水口が詰まっていないか確認
し、清掃しておくと、雨水があふれる被害を減らすことにつながります。

大雨が降ると、雨水
ポンプ場が動いて
雨水を川や海へ排
水することで、道路
や住宅への浸水を
防ぎます。また、川
の水位が急に上が
ることもあるため、スマートフォンなどでリアルタイムに水
位等を確認することが大切です。

大雨で下水道管等が雨水
を排水しきれないと、道路
や住宅が浸水することがあ
ります。
地盤の低い場所は特に危
険なので早めに避難しま
しょう。屋外への避難が難
しい場合は、建物の2階以上への避難も有効です。車での移動を控え、
地下道（アンダーパス）も危険なので、近づかないようにしましょう。

停電すると、集合住宅では給
水ポンプの停止等により断水
する場合があります。断水し
た場合は、管理会社に連絡し
てください。断水に備えて自
宅に飲料水を備蓄していると
安心です。
浸水した場所は、地形等の状
況により、雨が止んで数時間から半日程度で徐々に引いていきます。

数日前 当日 被害発生（発災直後） 数時間～半日

内水氾濫とは、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨等の際に、下水道内水氾濫とは、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨等の際に、下水道
や道路の側溝などの排水能力を超えることによって、河川や海に流す前に市街や道路の側溝などの排水能力を超えることによって、河川や海に流す前に市街
地などで雨水があふれ、道路や住宅などが一時的に水につかることです。地などで雨水があふれ、道路や住宅などが一時的に水につかることです。
一方で、外水氾濫とは、雨を原因とした被害としては同じですが、雨が河川に流一方で、外水氾濫とは、雨を原因とした被害としては同じですが、雨が河川に流
れ込んで河川の水位が上昇し、堤防などを超えて市街地に流れ込む被害のことれ込んで河川の水位が上昇し、堤防などを超えて市街地に流れ込む被害のこと
を言います。を言います。

大雨を処理する排水機能は、国の基準で時間雨量50mmから60mmの降雨大雨を処理する排水機能は、国の基準で時間雨量50mmから60mmの降雨
を対象にしていますが、 2026年8月に千葉県で発生した豪雨のように、時間を対象にしていますが、 2026年8月に千葉県で発生した豪雨のように、時間
雨量100mmを超えるような雨も観測されており、全国各地で内水氾濫が起こ雨量100mmを超えるような雨も観測されており、全国各地で内水氾濫が起こ
り大きな被害が発生しています。堺市でも、2022年9月に時間雨量99mmのり大きな被害が発生しています。堺市でも、2022年9月に時間雨量99mmの
雨を観測し、これまでに市内で降った最大の雨量を更新しました。雨を観測し、これまでに市内で降った最大の雨量を更新しました。

内水氾濫が発生する要因の一つに、1面で紹介した「内水氾濫から都市を守る内水氾濫が発生する要因の一つに、1面で紹介した「内水氾濫から都市を守る
機能」が本来の力を発揮できないことが挙げられます。具体的な事例として、機能」が本来の力を発揮できないことが挙げられます。具体的な事例として、
側溝に落ち葉やごみが溜まっていると、雨水を排水する流れが滞ってしまい水側溝に落ち葉やごみが溜まっていると、雨水を排水する流れが滞ってしまい水
があふれます。「ご家庭でできる浸水対策」をチェックし実践するほか、防災があふれます。「ご家庭でできる浸水対策」をチェックし実践するほか、防災
マップを確認し、適切な避難行動を日頃から考えておきましょう。マップを確認し、適切な避難行動を日頃から考えておきましょう。

内水氾濫とは、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨等の際に、下水道内水氾濫とは、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨等の際に、下水道内水氾濫とは、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨等の際に、下水道
や道路の側溝などの排水能力を超えることによって、河川や海に流す前に市街や道路の側溝などの排水能力を超えることによって、河川や海に流す前に市街や道路の側溝などの排水能力を超えることによって、河川や海に流す前に市街
地などで雨水があふれ、道路や住宅などが一時的に水につかることです。地などで雨水があふれ、道路や住宅などが一時的に水につかることです。地などで雨水があふれ、道路や住宅などが一時的に水につかることです。
一方で、外水氾濫とは、雨を原因とした被害としては同じですが、雨が河川に流一方で、外水氾濫とは、雨を原因とした被害としては同じですが、雨が河川に流一方で、外水氾濫とは、雨を原因とした被害としては同じですが、雨が河川に流
れ込んで河川の水位が上昇し、堤防などを超えて市街地に流れ込む被害のことれ込んで河川の水位が上昇し、堤防などを超えて市街地に流れ込む被害のことれ込んで河川の水位が上昇し、堤防などを超えて市街地に流れ込む被害のこと
を言います。を言います。を言います。

大雨を処理する排水機能は、国の基準で時間雨量50mmから60mmの降雨大雨を処理する排水機能は、国の基準で時間雨量50mmから60mmの降雨大雨を処理する排水機能は、国の基準で時間雨量50mmから60mmの降雨
を対象にしていますが、 2026年8月に千葉県で発生した豪雨のように、時間を対象にしていますが、 2026年8月に千葉県で発生した豪雨のように、時間を対象にしていますが、 2026年8月に千葉県で発生した豪雨のように、時間
雨量100mmを超えるような雨も観測されており、全国各地で内水氾濫が起こ雨量100mmを超えるような雨も観測されており、全国各地で内水氾濫が起こ雨量100mmを超えるような雨も観測されており、全国各地で内水氾濫が起こ
り大きな被害が発生しています。堺市でも、2022年9月に時間雨量99mmのり大きな被害が発生しています。堺市でも、2022年9月に時間雨量99mmのり大きな被害が発生しています。堺市でも、2022年9月に時間雨量99mmの
雨を観測し、これまでに市内で降った最大の雨量を更新しました。雨を観測し、これまでに市内で降った最大の雨量を更新しました。雨を観測し、これまでに市内で降った最大の雨量を更新しました。

内水氾濫が発生する要因の一つに、1面で紹介した「内水氾濫から都市を守る内水氾濫が発生する要因の一つに、1面で紹介した「内水氾濫から都市を守る内水氾濫が発生する要因の一つに、1面で紹介した「内水氾濫から都市を守る
機能」が本来の力を発揮できないことが挙げられます。具体的な事例として、機能」が本来の力を発揮できないことが挙げられます。具体的な事例として、機能」が本来の力を発揮できないことが挙げられます。具体的な事例として、
側溝に落ち葉やごみが溜まっていると、雨水を排水する流れが滞ってしまい水側溝に落ち葉やごみが溜まっていると、雨水を排水する流れが滞ってしまい水側溝に落ち葉やごみが溜まっていると、雨水を排水する流れが滞ってしまい水
があふれます。「ご家庭でできる浸水対策」をチェックし実践するほか、防災があふれます。「ご家庭でできる浸水対策」をチェックし実践するほか、防災があふれます。「ご家庭でできる浸水対策」をチェックし実践するほか、防災
マップを確認し、適切な避難行動を日頃から考えておきましょう。マップを確認し、適切な避難行動を日頃から考えておきましょう。マップを確認し、適切な避難行動を日頃から考えておきましょう。

内水氾濫とは、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨等の際に、下水道内水氾濫とは、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨等の際に、下水道
や道路の側溝などの排水能力を超えることによって、河川や海に流す前に市街や道路の側溝などの排水能力を超えることによって、河川や海に流す前に市街
地などで雨水があふれ、道路や住宅などが一時的に水につかることです。地などで雨水があふれ、道路や住宅などが一時的に水につかることです。
一方で、外水氾濫とは、雨を原因とした被害としては同じですが、雨が河川に流一方で、外水氾濫とは、雨を原因とした被害としては同じですが、雨が河川に流
れ込んで河川の水位が上昇し、堤防などを越えて市街地に流れ込む被害のことれ込んで河川の水位が上昇し、堤防などを越えて市街地に流れ込む被害のこと
を言います。を言います。

大雨を処理する排水機能は、国の基準で時間雨量50mmから60mmの降雨大雨を処理する排水機能は、国の基準で時間雨量50mmから60mmの降雨
を対象にしていますが、 2026年8月に千葉県で発生した豪雨のように、時間を対象にしていますが、 2026年8月に千葉県で発生した豪雨のように、時間
雨量100mmを超えるような雨も観測されており、全国各地で内水氾濫が起こ雨量100mmを超えるような雨も観測されており、全国各地で内水氾濫が起こ
り大きな被害が発生しています。堺市でも、2022年9月に時間雨量99mmのり大きな被害が発生しています。堺市でも、2022年9月に時間雨量99mmの
降雨を観測し、これまでに市内で降った最大の雨量を更新しました。降雨を観測し、これまでに市内で降った最大の雨量を更新しました。

内水氾濫が発生する要因の一つに、1面で紹介した「大雨内水氾濫から都市を内水氾濫が発生する要因の一つに、1面で紹介した「大雨内水氾濫から都市を
守る機能」が本来の力を発揮できないことが挙げられます。具体的な事例とし守る機能」が本来の力を発揮できないことが挙げられます。具体的な事例とし
て、側溝に落ち葉やごみが溜まっていると、雨水を排水する流れが滞ってしまて、側溝に落ち葉やごみが溜まっていると、雨水を排水する流れが滞ってしま
い水があふれます。「ご家庭でできる浸水対策」をチェックし実践するほか、い水があふれます。「ご家庭でできる浸水対策」をチェックし実践するほか、
防災マップなどを確認し、適切な避難行動を日頃から考えておきましょう。防災マップなどを確認し、適切な避難行動を日頃から考えておきましょう。

警報や注意報は、災害の危険性を知らせる気象情報で
気象庁が発表します。

一方、「高齢者等避難」「避難指示」など、住民の皆様に行動を呼びかける避
難情報は市町村が発令します。
災害から身を守るためには、「気象庁の防災気象情報」と「市町村の避難情
報」の両方を確認することが大切です。
警報が出ているときや大雨が予想されるときは、最新の気象情報と市町村
からのお知らせをこまめに確認し、早めの行動を心がけましょう。

水が引いた後、市では
被害状況を確認し必要
に応じて浸水した箇所
の消毒等を行います。

内水氾濫のイメージ

外水氾濫のイメージ

屋内安全確保

緊急安全確保

（親戚、知人宅、小学校などの避難場所へ）
※より安全のため、早めに浸水想定区域外・土砂災害
　の危険箇所の区域外へ

立退き避難

ハザードマップの浸水想定区域外での浸水な
ど、想定外の事態も考えられるので、引き続き
周囲の状況に気を配り、テレビなどで情報を
収集しましょう。

情報収集

自宅の上階など、
浸水しない場所に避難しましょう。

無理して遠くへ向かわず、近隣のマンション
など、より高い場所へ避難しましょう。

自宅以外の場所へ避難

より上の
階へ避難
（垂直避難）

親戚や知人に日頃から
相談しておこう
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もしも避難が遅れた場合は…

内水、洪水、土砂災害のハザード
マップを見て、自宅や職場のある
場所にリスクを示す色が塗られ
ていますか？

土砂災害の危
険箇所に入っ
ていますか？

家屋倒壊等氾濫想定区
域・木造家屋が流出す
る危険性のある区域に
入っていますか？

自宅は想定される浸水の深さより低い場所ですか？

土砂災害 洪水 内水氾濫

● 浸水が長引いて家にいるには問題がある。
● 水や食料などの蓄えが十分ではない。
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次のいずれかに当てはまりますか？
大雨時の行動は
右のフローチャートを
チェック！

ポイント

 内水氾濫への備え
／上下水道局HP

▼

時
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